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16.	

言いたいこと:	原始惑星系円盤のfragmentsを同定するための手法を開発した
2つの手法
- CLUMPFIND :	分子雲コアを同定するアルゴリズム (重力的にbound	した天体を検出)
- Density	derivative	method:	破壊されるコアを含めて全て同定

Fig1	の一部円盤の柱密度分布

SPH	simulationの設定
- 0.25	Mo	disk
- M* =	1	Mo
Random	Number	seedを変えた(9個)
sink	を挿入する直前まで計算

Density	derivative	method	
=>	柱密度分布をプロファイルを微分する
傾きが急勾配になって、0を通る箇所を探す

この方法では全てのclumpを検出することが可能
(CLUMPFINDは重力的に束縛されたもののみを選
択的に同定する)

Fig2	simulation	6の柱密度分布



16.の続き
結果：
すべて、少なくとも2つのbound	されたfragmentが形成された。
fragmentの破壊率はsimulate	されたモデルの総数の半分くらい
=>	diskの早期ガスphase	におけるfragment-fragment相互作用が原因

実験的な関係:		αmax∝ 1/m	
m:	方位角方向の波数m
αmax =	fragmentの最大軌道長半径

軌道長半径の関数としての離心率の測定
は巨大惑星や褐色矮星の形成メカニズム
を制限(Vorobyov 2013)

しかし、gas	phase	に高い離心率のfragment
が形成されるため、必ずしもそうではない



17.	

褐色矮星と超低質量星周りのdiskはそれらでの惑星形成を知る上で重要

観測
Herschel/PACSを用いて、連続波,	[OI]	63μmのlineをTaurus,	Chamaeleonの11個の天体を観測
解析
photometry	の結果よりSEDを導出し、輻射輸送モデルと比較,	[OI]	line	のdetection	を判断

観測天体一覧

Fig.	1の一部 2/11天体で[OI]を検出

Non-detection Detection

Fig.	4
T-tauri星で得られていた
結果から予想される[OI]
のフラックスよりも小さい

灰:	Tauri
赤:	detection	(This	work)



17.	の続き

Fig.	2の一部,	赤:	photometry	で得られたflux	(三角はupper	limit),
黒線:	best-fit	輻射輸送モデル

=> Diskのouter	radius	は1.3-7.8	AUが良く合う,	T	tauri星のdisk	(22-440	AU)より小さい
(今後ALMAで空間分解した観測を行いたい)

Fig.	5:	温度と光度関係
丸:	今回の天体のベストfitモデル

Diskが小さくて暖かいのであれば、
T	tauri星の温度-光度関係には従わない

Fig.	7:	Fig.4に熱化学モデルを加えたもの
(丸印)
Non-detection	という結果で矛盾なし
diskが小さいということが原因か?



18.	

RMon [OI],	[CI],	[CII],	CO	(26	transition),	 water,	OH
DS	27 [CI],	CO	(8transiton)

Context:	赤外線Herbig Be	星の環境はあまりわかっていない (Embedded	and	distant)
遠赤外線で分子輝線の分光観測を行い、ガスの物理状態を探る

観測:	2つのHerbig Be星 (R	Mon,	PDS	27)	をHerschelのPACSとSPIRE	で分光観測
検出された輝線一覧

=>DS27にOHと水がないのは、UV光解離と光蒸発のため

Table5.	CO rotational	diagramの結果
クーリング/ヒーティングのメカニズム

クーリング ヒーティング

Herbig Be 分子 Outflowのshock	
(R	Mon)

Herbig Ae [OI] 星



18.	の続き

Rotation	diagram

スペクトル図,	SED



19.	

原始惑星系円盤の進化(降着率,	スノーライン)を追う解析解を得た

TommreのQ値をQ0に保つ

Steady-state	model	に比べて、gravitoturbulent modelはあまり調べられていない

Cooling	timeで決まる’stress	parameter’を計算

光学的に厚い場合 光学的に薄い場合

降着率 -0.75 -1.04

スノーラインの進化 -0.16 -0.7

結果のまとめ：時間変化のベキ指数

スノーラインの時間進化は光学的に薄い場合の方が時間に強く依存
=>光学的に薄いdiskは内部へのスノーラインのmigrationが光学的に厚い場
合に比べて早いことを意味する。

結果：先行研究の数値計算とよく一致した



20.	

概要
-分子輝線(thermal	line)とメタノールメーザーの速度の違いを調べた
-観測 :	Onsalaにある20	m	望遠鏡,	CS(2-1),	13CO	(1-0)
-天体:	ペルセウスアームに付随する14個の星形成領域 +	published	data	(計24個)
-結果1：メタノールメーザーはCS	(2-1)の速度に比べて概ねredshift

原因:	銀河のスパイラルアームのLarge	scaleの運動に関連している
-結果2:	13COとCSの速度がクラウドの端の方でずれている(~1.2	km/s)クランプが2つほど

原因:	Large	scaleのショックがクラウドの運動を変えたか？

Fig.	3の一部
-黒:	CS	(2-1)
-マゼンタ:	13CO	(1-0)
-黒直線:	メタノールメーザーの速度
-灰色:	メタノールメーザーの速度幅



20.	の続き

灰色： CSとメタノールが大体同じ速度
赤:	メタノールがredshift
青：メタノールがbluesihft

Fig.	6:	13COとCSの中心速度の差分
赤枠の天体がクラウドの端で0よりも
大きくなっている

ペルセウスアーム


